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○吉田副委員長 それでは定刻になりましたので、第７回議会活性化特別委員会を開催いたします。 

   最初に、委員長挨拶、お願いいたします。 

○金繁委員長 今日もお忙しい中、皆さんお集まりいただきどうもありがとうございます。 

   早速始めたいと思います。 

   まずですね、前回までで議会基本条例の逐条解説を皆さん一緒に勉強してつくることができ

ました。お疲れさまでした。 

   先日、全協で指摘いただいた点、規範の用語説明ですね、移動という点と、用語のちょっと

統一したほうがいいんじゃないかというところを、事務局のほうで青と緑で文言の修正をして

いただきました。資料の４ですね、今日の、確認していただいてよろしいですか。 

   問題ないですかね。問題ないですか。 

   なければ、これで逐条解説を完成いたします。お疲れさまでした。 

   それから、パブリックコメントに対して、その回答が不十分じゃないかということで、これ

も検討していきましょうということで、逐条解説の中で協議を行いました。これに関して、今

度の９月の中間報告でどうするかなんですけど、一応逐条解説の中で説明をできた部分もあり

ますし、あと、なおこれから課題として取り組むものもありますので……。ということで、今

後も取り組んでいくということでよろしいでしょうか。 

   そしたら、いよいよ前回までで条文ごとにこういうことが課題になるんじゃないかというこ

とを抽出しましたが、その課題の整理とどれに優先的に取り組んでいくかということを、今日

話し合って決めたいと思います。 

   課題について、資料の６のほうに黄色いラインマーカーで条文のここに関して課題が出まし

たよと。その課題の具体的なものをこの四角の枠の中に事務局のほうがまとめてくださってい

ます。書き出してくれています。この黄色いラインマーカーに関連する課題として、箱の中の

課題があるということです。 

   でですね、幾つかというかあるんですけれども、ちょっとこの前、土山先生の講義の後、副

委員長と１０分ほどお時間頂いて、こういう今後議会活性化委員会として複数ある課題をどう

いうふうに取り組んだらいいでしょうかというアドバイスを求めたところ、分野別にちょっと

分けてみたらどうですかというお話をいただいて、大きく分けると、これ基本条例に沿ってで

すけれども、１つは町民との関係で……、書いたほうがいいですか。じゃあ書きましょうかね。 

   最高法規性とかっていうのは、特に大きな課題はないんですけど、２章の活動原則というの

は、それぞれ町民と議会との関係とか、議会と行政との関係とかに関連していくものがあるの

で、そこに吸収して分けると、町民との関係は多様な意見を把握、町民の意見を把握する。そ

して、情報発信を議会が町民にする。広報広聴のことなどがありますよね。１つで、２つ目、

行政との関係、政策提言できる議会になるということを、皆さん１回目のときにおっしゃって

いましたけど、行政との関係。 

   ３つ目に、議会の体制とかシステム、あと倫理規定とか、大きくこんな区分に分けられるか

なと思うんですけど、皆さんどうでしょうか。これはあくまで私がちょっと考えただけで、先

生のアドバイスを頂いて。どうですかね。 

   この体制とか事務局とかっていうのは、この２つと・・・行政との関係に関係してくるのが、

どこに関連するものが入ってくるのかなと思います。 

   個々の課題はここに書いてあるものがそれぞれ入っていくと思うんですけど、大きくこんな

分け方でどうでしょうか。 

   何もないですか、御意見。御意見でも質問でも構いません。 

   少林委員。 

○少林委員 ああいうふうに大きく３つに分類するというのでいいと思います。それで、それぞれ

の個々の問題なりこんなことをしたらどうかというのを、ぱらぱらっと出していって、その中
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で優先順位をつけていくというのが、今日の会ですかね。 

○金繁委員長 この中で、優先順位。 

○少林委員 ３つのまず分類はそれでいいと思います。それぞれの分類に、具体的にどういうこと

があるのかというのを皆さんから出して、優先順位を１番、２番って決めていくのが今日とい

うことでよろしいですか。 

○金繁委員長 そうですね。それをどうするかっていうのは、また後で皆さんに意見をいただきた

いんですけど、というのは、一つ一つの枠組みの中、枠組みとして、例えばまずはここを取り

組みますと。その中に幾つか課題があるので、それに一つ一つ取り組んでいくというやり方に

するのか、それともここにばらばらとあるのを、これだこれだというふうにするのか、２つや

り方はあると思うんですけど。 

   嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 ということは、３つに分けるとすれば、町民と執行部と議会そのものということで

すよね。 

○金繁委員長 はい。 

○嘉喜山委員 その３つに分けること自体は特に構わないと思います。 

   あとはその課題、そこの下側にぶら下げていくんだろうと思うんですけど、やはり優先順位

は、町民とのことだろうと思うんで、そこからいきたいなと私は思います。 

   以上です。 

○金繁委員長 ありがとうございます。先に進んでいただきました。 

   確かにそうですよね。第１回のときに私も考えたんですけど、皆さんから政策提言できる議

会になりたいということで、すごいなと、私もそう思うんですが、その前提としてやはり町民

の意見をいかに聞いて反映できる議会になるかというところが政策提言できる議会につなが

っていく、本当に前提だなと思うので、すみません、先に私が意見を言ってしまいましたけど、

嘉喜山委員と同じ意見です。 

   どうでしょう、皆さん。 

   石川委員。 

○石川委員 私ちょっと進め方をどういうふうにやられるのか、理解がまだちょっとできていない

んですけど、資料６では前回、逐条解説のときに課題抽出しました。で、そのくくりをこの３

つにひもづけしていくということですか。 

○金繁委員長 そうです、はい。そのほうが効率的かなと。 

   例えば、町民との関係で、この前土山先生がおっしゃったような議会だよりを出すか出さな

いか、もっと簡単なものにするかということと、やっぱり議会報告会のやり方をどうするかと

かっていうことも関連しているようだったので、この分野ばらばらにするよりは、効率的にい

けるのかなと。で、その町民との関係で、ここを重視するんだったらここはちょっと置いてお

きましょうとか、そういう話もできたりはするのかなというので、提案させていただきました。

どうですかね。ほかの方、御意見。 

   副委員長。 

○吉田副委員長 私も今、一応３個に分けて、問題が多少ばらばらになってしまうと思うので、や

っぱりこういう分け方をしながら、その中で優先順位を決めていきながら、解決できるものに

ついては事前に今度申告してそれを改善するかどうかということですよね。という形なので、

これで私はいいと思います。 

○金繁委員長 いかがですか。池田委員。 

○池田委員 いいです、いいです。 

○金繁委員長 分かりました。尾崎委員。 

○尾崎委員 いいです。 
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○金繁委員長 ありがとうございます。よろしいですか。 

   じゃあ、この３つのカテゴリーに分けてやっていきましょう。この３つのうちどれから先に

取りかかるかということなんですけど、今、嘉喜山委員のほうからは、①の町民との関係から

やったらどうかという意見ですけど、ほかの方はいかがですか。 

   副委員長。 

○吉田副委員長 それが一番だと思います。同意見です。 

○金繁委員長 ありがとうございます。ほかの方。石川委員。 

○石川委員 この議会活性化特別委員会の活性化ということですから、議会の。最終的に議会がど

ういうふうに活性化されていくのかという推測まで立ててやっていかないかんというのは、結

論的なものですけど、その町民との関わりとかいうのはですね、活性化じゃなくてもできる部

分もあるんじゃないかな。今、優先順位つけていますよね。何から始めようかという、３つの

中から。じゃあ、議会活性化として最終的な目的を達成するためにどれが一番近いのかという

観点でも考えないといかんのじゃないかなというふうに思いますが。 

   私はまだ今考えよんですけど、そういう意味では、議会がどうやって活性化、一番いいのは

２番の政策提言とか３番、報酬のこととかですね、こういうところ、報酬を変えれば議員も新

しい若い人が入ってくる可能性がありますから、そういう意味で、議会をどうやって活性化し

ていくかというところが、私はこの委員会の目的じゃないかなというふうに思っていますので、

それから言うと３番でも２番でも、どちらが一番になるかという話にはなるんですけど、一応

私はそういう考え方です。 

○金繁委員長 ２番でも３番でもいいというか、結論からしたら。 

○石川委員 どちらかというと３番のほうが。結局、一番近道になるかなと。 

○金繁委員長 少林議員。 

○少林委員 申し訳ないんですけど、今の石川委員のに対してなんですが、３番は一番後かなと思

うんですね。今までのうちらが分析しよったのを見たら、結局、町民の皆さんが議会を信用し

てまだいただいていないと。それからそもそも議会、議員は何をしよるのかも知らない、議会

でどんなことが話題になっているのかも知らないからもちろん関心も薄いし、私たちに対して

の信任もまだまだ得られていないと。まず、そこで町民の方々に知っていただくと、こんな動

きをしています、私たちはこんなことをしていますということを知っていただいたり関心を持

っていただくような手だてっていうのは、一番活性化が手っ取り早いのではないか、逆に。そ

れで、新人さんが５人入って、議会こんなことしよるのか、議会変わったなと思っていただく

というのは、一番大事かなというふうに思います。 

   ですから、私も１番が先かなと。 

○金繁委員長 石川委員。 

○石川委員 言っている意味も分かりますし、議員としての優先順位も分かるんですが、あくまで

この議会の活性化ということで、まだ町の活性化も考えないといけないんですけど、議会の活

性化ということで考えたら、観点で、どれが一番近道なのかということも考えないといかんと

思うんですよね。町の活性化という意味では、確かに１番のほうが近道だとは思いますけど、

議会の活性化についてどういうふうに考えるかという、私はそういう観点で判断はしたんです

けど。 

○金繁委員長 副委員長、お願いします。 

○吉田副委員長 一応、審議をしていろんな問題が第６回までの間にいろいろ出てて、今、事務局

のほうでこれ全部まとめてくれて、例えば問題が今提起されていますよね。この中で優先順位

を決めていけば平等に、テーマを決めてするとちょっとなかなか難しいんで、この出してくれ

ている問題、例えば議員報告会だけが規定されており、第７条のとかって具体的に書いてくれ

ているんで、この中でプライオリティーを、どれを一番先に持ってくるかという優先順位を決
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めていったほうがより議論ができるような気がするんですけども、いかがでしょうか。 

○金繁委員長 すみません、さっき１からやるということになったんですよね、一応。 

○吉田副委員長 いやまだ一応意見の段階でこうやって。 

○石川委員 今、決める段階。 

○金繁委員長 そうですね、そうですけど。 

○吉田副委員長 だから意見・・・。 

○石川委員 僕は２番、３番、３番からやったほうがいいんやないかなという考え方をしています

けど、議会活性化ではね。 

○金繁委員長 副委員長。 

○吉田副委員長 その大きなテーマは３つ分かれているので、それでやると多分いろいろ議論の前

に時間がかかるので、これをもう問題点はピックアップしてくれていますよね。これでやった

ら１、２、３が全部網羅できて、その中で優先順位が一番に決まるんじゃないですかねという

意見です。 

○金繁委員長 じゃあ分野別に。 

○吉田副委員長 分野別は分野別で優先順位３つ決まりました。その中で、じゃあどれを１番、２

番、３番にするかというと、なかなか意見が皆さん出るんで、なかなか決まらないと思うんで、

もう問題が提起されていますので、この問題の優先順位を決めれば、例えば１番の優先順位が

ひょっとしたら町政、１番かもしれないし、中には何かあるんですかね、一問一答方式にした

方がいいんじゃないか、これはもう議会の本当の活性化ですよね。どれが一番に来るかという

のは、この７人の意見の中で優先順位が決まってくるんじゃないですかねという意味。 

○金繁委員長 はい、分かりました。 

○吉田副委員長 それを選定してそこで優先順位を決めると。 

○金繁委員長 いかがですかね、ほかの方の御意見。 

   少林議員。 

○少林委員 それで吉田委員に付け加えたいんですが、それでここに書かれているのは、そこに列

記して箇条書でしていただいたら、例えば住民のところやったら議会だよりとか何々とここに

書かれたらぱぱっと分類したものを置いていただいたらみんな考えやすいかなと。これ何ペー

ジにもわたるので。 

○金繁委員長 いやいや、何ページにわたると言っても、課題自体はそんなに多くはないんですよ。

なので、どうしましょうかね、どうですか。 

   先ほど嘉喜山委員のほうからは、町民との関係のことをまずは行ったらいいんではないかと

いう意見をいただいたんですけれども、私も先ほど申したように、政策提言できる議会とか体

制以前に、やはり町民との関係で議会を活性化することが前提となることが活性化の基本なの

で、それからやったほうがいいんじゃないかなとは思ったんですけど、今、副委員長のほうか

ら課題ごとに優先順位を決めたらいいというお話も出ました。 

   嘉喜山委員、どうぞ。 

○嘉喜山委員 その振り分けについては、次回までにするということで、もう一番最初にやるべき

ことをやりませんか、今日は。私は、その町民に関わることなのか、執行部に関わることなの

かは、ちょっと区別がつきにくいところではあるんですけど、その今の議会の本会議方式とか、

委員会方式とかってありますけど、そのコロナ禍でも自由討議とかいうことも関係するんで、

そのあたりから検討していくべきではないかなと思っておるんですけどね。 

○金繁委員長 それが嘉喜山委員は町民との関係に入るということで、考えての上ですか。 

○嘉喜山委員 ちょっと難しいところもあるんですけど。 

○金繁委員長 なるほど、はいはい。 

○嘉喜山委員 結局予算とかそういったものは、町民に直接関わるやないですか。条例関係にして
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も一緒だし。そこが一番分かりやすくていいのかなとは思いますけど。 

○金繁委員長 すみません、私のほうでこれ分野別したのは、この基本条例の章ありますよね。章

を基本ベースに考えているんですね。町民と議会との関係、第３章、この中で出てくるのは、

議会報告会ですね、それから一般質問及び質疑の回数制限、それから重要政策とは何か、そう

いうことが出てくるんですけど、その……、そうか、委員会主義、ここも町民との関係に出て

くるということですね、ここで言うと。もう１か所、この委員会主義かどうかというのが出て

いて、それが町民との関係ではなく、違うところでも出ていたんですよ。ごめんなさいね。 

   じゃあ皆さんで、すみません、今おっしゃったように、嘉喜山委員の発言のように、それぞ

れ議員によってここは町民との関係に入るんじゃないかとか、政策提言や行政との関係じゃな

いかとか分かれてくると思うので、皆さん、ここの課題ピックアップしていますけど、これに

ついて１番か２番か３番かっていう振り分けを御自身で考えて、これに書いてもらえませんか。

そこで意見の…… 

○石川委員 言っている意味が分からない。ここの一項目ずつに１番、２番、３番を振り分けると

いうこと。 

○金繁委員長 そうですね。 

○石川委員 それ出していって、相当ボリュームがあると思うんですけど。振り分けられますか。

まとめられますか。 

○金繁委員長 どちらかには入る問題なので。 

○石川委員 それぞれ違うでしょう。・・・。 

○金繁委員長 はい。なのでそれは話し合って決めればいいんじゃないですかね。 

   なので、一応御自身はどう考えるかというのをお願いできますか。 

○石川委員 この四角で囲ったところが何番になるかということでしょう。 

○金繁委員長 そうですね。 

   じゃあ、最初からいくと、前文のところはちょっとこれは置いておいて、活動原則２章の３

条ですね、議会だより、広報広聴委員会の設置、モニター制度、ママさん議会、これは１でよ

ろしいですか。 

（「１ですね」と言う者あり） 

○金繁委員長 そして、４条の議員間の自由な討議、自由討議のシステム化、本会議中心と委員会

主義、回数制限、これらについては、今まさに言われたところなんですけど、嘉喜山委員は１

ということです。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 池田委員。 

○池田委員 それは３番やないですかね。議会の体制になるんやないんですかね。文面から言うと。

文面というか、あれから言うと。そやけどちょっと。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 議会事務局の体制整備なんですよ。なので、３ではなく１か２になると思うんです

けど。 

○石川委員 僕は３やと思うけど、議会の体制を含められた事務局との体制整備ということやない

ん。 

○金繁委員長 議会事務局の体制整備というのは、議会が……。 

○石川委員 つなげているわけね。 

○金繁委員長 議会事務局が。 

○石川委員 だけど、議会の中の体制ということは、どこにも入らないわけ、この１、２、３に。 

○金繁委員長 例えば何に。 

○石川委員 今言ったように、議会内の制度的な、委員長、すみません、勝手に。 
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○金繁委員長 石川委員。 

○石川委員 不規則発言しまして。議会の中の制度であったりとか、体制であったりとかっていう

ものは、この１、２、３のどこに入るんですか。 

○金繁委員長 具体的にはどんな体制ですか。 

○石川委員 自由討議とかいう話も、これは議会内の制度の話であって。 

○金繁委員長 制度の話かな、どうですか、皆さん。ほかの方。 

○尾崎委員 ２じゃないですか。そんな気がするんですが。政策提言の元になる。・・・中から政策

になっていく・・・２じゃないかなと私は思います。 

○金繁委員長 嘉喜山委員が早かったので、嘉喜山委員お願いします。 

○嘉喜山委員 さきの発言も踏まえたら、どっちの区分になるかはちょっと分からないけどという

前提を置いた上で発言したんですけど、やはり最初、僕が言ったのが町民で、執行部で議会で、

議会っていうのは事務局含めて我々も含むという理解です。この場で明確に区分を分けるんじ

ゃなくて、もういいと思うんですよ。そこにこだわらなくても。その中で、やはり一番やりた

いこと、やらなければならないことをやったんでいいんじゃないですか。 

○金繁委員長 その中でというのは、じゃあ、例えば１からやりましょうとなったとすると、例え

ばですけど、ここの条例で町民と議会との関係に該当するというか、ここでピックアップされ

たものを順次やっていくということでよろしいでしょうかね。この中にはモニター制度だけじ

ゃなくて、おっしゃっていた委員会制度がどうかというのも入っていますけど。 

   嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 その区分されたからここの部分どうしてもやらんとけんとかじゃなくて、やっぱり

区分によって優先順位、どうなんかなと思うんですけど。そら町民との関係が一番だとは思い

ますけど、でも、どうしても両方にまたがる部分もあるので、そこはあまりきっちり分けなく

ても。 

○金繁委員長 なるほど。じゃあ、今の嘉喜山委員の発言は、その各課題をここに振り分ける必要

はないということになるんですか。 

   嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 というか、分けてもいいとは思いますけど、これはどうしてもこっちやとか、今み

たいに意見が分かれるので、そこまで明確に分けなくてもいいんじゃないかという意味です。 

○金繁委員長 はい、分かりました。 

   池田委員、先ほど手を挙げられていましたが。どうぞ。 

○池田委員 ちょっと同じあれで。今言われたように、議員間の自由討議って議会の体制でもある

し、町民との関係でもあるし、本来は開かれた議会、町民にプロセスを説明するために議員間

の自由討議を行いという目的が本来の目的があって、それから政策提言にもつながっていくと

いうことで、今、嘉喜山委員の意見のようにあまり明確に分けてしまうと、みんながそれぞれ

なるのと、ほんならもう今こうやりよる、ここを取ってやりよるやけど、全部羅列したら、羅

列というか拾い出したらどうですか、先に。いろいろ意見はあるやろうけど、そんな１、２、

３って分けた、やったらそこそこのところでこれはこうというところで、そしたら１に明確に

入るとこ、２に明確に入るとこ、３に明確に入る項目、１と２の間に入るかなというのでも構

わんけん、それで全部出してみんと、今個々にやりよると、そやけん明確に分けるんやなくて

１と２の間とか、１、２、３にまたがるとかでも構わんので、そういうふうにして……。 

○金繁委員長 では、それを今ざっとやりますか。数的にはそんなに多くないんで。 

   石川委員。 

○石川委員 もういっそのこと、これに各自がやりたいこと、１、２、３、それを貼り付けて最大

公約数求めたらどうですか。 

○金繁委員長 やりたいこと。 
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○石川委員 課題は出ているのやから、この課題の中でどれを取り組みたいかという観点で優先順

位をつけていただいて、各自に。そのほうが私はすっきり早くまとまるんじゃないかなという

気はしますけど。 

○金繁委員長 尾崎委員。 

○尾崎委員 ここに課題を列挙すれば出てきますが、この全ての課題を今回解決するために取り組

む、そうではなくて、喫緊の課題ではないですけれども、これとこれとこれだけは全力で取り

組んで、この機会に解消しようという。全てではなくて、最も喫緊の課題をピックアップして、

それに集中した形が大事やと思います。 

○金繁委員長 ほかに御意見ありますか。吉田委員。 

○吉田副委員長 さっきから問題提起したのにまた戻ってきているんで、ようは問題点出ているわ

けですよね。６回の中でこういう問題がありますよというのは抽出されてここに記載されてい

ますよね。石川委員が言われた、これでそれぞれが１、２、３の順位をつけて貼り出しをして、

多いものから１、２、３の順列をつければ話し合いがスムーズにいくんじゃないですかという、

そういうことで、私は先ほどから問題を列挙してその中で優先順位を決めていくと。だから、

さっきの町民との関係とか町政との関係とか、そういうのを度外視して、これ３つで選べば町

民との関係なんですよ。だけど問題点はもう明記されているんで、それを１、２、３でそれぞ

れ書いて、多いもの順から解決していくと。当然、今回のこの特別委員会だけでは解決できな

い問題、例えば２年後、３年後の問題、そういったものもあるので、それは優先順位をつけて

１、２、３で明確化したほうが議論が多分成り立っていくと思います。 

○金繁委員長 どうでしょう、それでじゃあやってみますか。 

   その場合に、先ほど石川委員のほうからやりたいことからっていうことで、そのやりたいっ

ていうときの理由ですよね。活性化にこういうふうに役立つからこれが最重要、だからやりた

いっていう理由もつけていただいて、課題を抽出していただけたらと思います。 

   先ほど石川委員はその理由もつけていただいていましたけど、ああいうふうに。 

   ではどうしましょうか。皆さん、幾つかもう考えていらっしゃいますか。先ほど石川委員は

言われていましたけど。 

   石川委員。 

○石川委員 この委員会で、どのタイミングまでにどうしようとかいう思いが、委員長のほうから

聞かないと、例えば先ほど言ったように２年も３年もずっと続けてずっとやるんですというの

か、いやいやこれは半年とか１年以内で喫緊の課題を解決するんですということにしないと、

優先順位も、そのタイミングによってはなかなか難しい問題もあろうかと思うんですよ、各委

員の判断として。 

○金繁委員長 そうですね。実は、土山先生のほうから、各課題について、重要度が高いもの低い

もの、それから時間がかからないもの、かかるもの、そういう縦軸横軸で考えてはどうかと言

われています。すぐにできるけどそんな重要じゃないもの、すごく重要だけど時間がかかるも

の、そういうものもあると思います。これも皆さん、私の考えというよりも皆さんで話し合っ

て決めたいんですけど、何を優先順位にするか、それをいつまでにやりたいかということもぜ

ひ意見をいただいて決めたいと思います。 

   何もかもは確かにできないので、常任委員会と違って特別委員会なので、１つだけやってそ

れで終わりますということもできますし、残りの２年半この課題をやります。これが終わった

らこれをやりますというふうに、残りの２年半の間、１つ１つの課題に取り組んでいくことも

できます。 

   池田委員、どうぞ。 

○池田委員 今の御説明のとおりにやると、やっぱり整理せんと、列挙して、ちゃんと項目別、あ

る程度の項目別とか、期間とかっていうのを頭の中で考えるよりかは、ちょっと分けてみんと
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それはなかなかと思います。 

○金繁委員長 この横軸が時間のかからないからかかる、縦軸が重要度が高いもの、低い、それぞ

れに考えていただけたら、それは一番いいです。 

   池田委員。 

○池田委員 ちょっと申し訳ないけど、時間とか重要度とかってやって、また１、２、３ってやる。

そしたら１、２、３のけたらどうですか、逆に、申し訳ないけど。その１、２、３で分類する

のをやめたらどうですか。やめたらというか、ちょっと横に置いておって、分類しながら重要

度とか時間とかって、３つも４つも条件がそろうとなかなかあれなんで、その分類をあれしと

って、例えば時間と重要度だけで分けていくとかはどうですか。 

○金繁委員長 吉田副委員長。 

○吉田副委員長 今、池田委員が言われているのは、今だからこの問題点を取りあえず列挙、書い

ていますよね。これをそれぞれの委員が重要なものを１番、２番、３番つけて、それを話し合

ったものでこれは重要かつ近々にやらなきゃならないものをそこに当てはめていく。そうすれ

ば明確化されるじゃないですか。多分、池田委員が言うのは、その３つをこう提議がたくさん

あるわけです、今。この３つから先にしようというのは、これは難しいんで、この問題…… 

○金繁委員長 一旦消します。 

○吉田副委員長 問題点を明記して列挙すればいいんじゃないですか。消す必要はないの。 

○金繁委員長 でも、ややこしくないですか。これ書いておったら。 

   ちょっと裏にいこうか。 

○吉田副委員長 問題点は提議されておりますでしょう。６回の議論の中で。 

○金繁委員長 石川委員。 

○石川委員 提議はされているんだけど、委員ごとにそれぞれ政治信条も違いますから、だから重

要だと思っている人と、１つの項目に対しても、こういうふうにやればできるという考え方も

あるし、また違う委員にとってはそれはあまり重要じゃないというのもあるんで、先ほど言っ

たように、３つぐらい書いていただいて、それで貼っていって、貼っていった中でそれぞれ意

見を聞いていったらどういう根拠で、どういうタイムラインでというのが発言の中から出てく

ると思うんで、それで振り分けしていったらいいんじゃないですか。 

○金繁委員長 副委員長。 

○吉田副委員長 今、石川委員が言われること、僕さっきから言っているわけですよ。僕の言い方

悪いですかね。だから、この列挙されているものの中から優先順位をつけて１、２、３それぞ

れ信条違いますよね。違うんで、それを取りあえず出して、石川委員の１番はこれが優先順位

どうですかねっていうのをこうやって列挙していけば、そのほうが自然と時間が早急にやらな

きゃならなくて重要なものっていうのが浮かび上がってくるわけですよ。の抽出をしませんか

という、それを言っているんですけど。日本語が通じていなかったらごめんなさい。 

○金繁委員長 少林議員。 

○少林委員 よく分かりましたし、池田委員の言うことも分か・・・。恐らく委員長さんは１、２、

３、１人３つずつという、そういう早急にやったほうがいいと思っていること、優先順位だけ

でなくてここに出てくるもの全体の組織図というか、それぞれ位置づけをみんなが俯瞰して見

えるような地図というか、それを今日つくるべきだということなんでしょうかね。 

○金繁委員長 そんなことないです。今後取り組む柱を決められればそれで結構です。ただ、分類

しとったほうが、今後、次の課題はこれだねというふうに見えていいのかなとは思っています

けど。 

○吉田副委員長 討論の仕方を１時間議論しても何も出ないわけですよ。問題は明記されているわ

けです。これで優先順位を決めてやれば、議論に入って今日でこれでこの時間で終わっていた

んですよ。だから、もう問題は提議されていますと。優先順位はどうしますか、これを書いて
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これは早急にしなきゃならない、例えば今回報告会があるんで、報告会をじゃあどういうふう

にしましょうかっていうの、これ近々にやらなきゃならなくて重要な問題ですよね。これは僕

の考えですよ。その辺を明確化しましょうというのが、今日のこの問題の抽出なんで、これを

１時間議論してもやり方どうのこうのしても、もうこれらちが明かないですよね。 

   だから、今、石川さんが言われたように、この問題提起した中から、それぞれの優先順位を

１、２、３紙に書いて、それで貼り出ししてくれたら重要で早急にやらなきゃならない問題が

浮き彫りにされるということです。 

○金繁委員長 じゃあそういうやり方にしますか。 

○吉田副委員長 別に強制じゃないですよ。 

○金繁委員長 じゃあ、それでやってみますか。じゃあ、これから１０分間、２時半まで休憩して、

その間に御自身が重要かつ近々に取り組むべきと思われる課題を、３つにしますか。 

○石川委員 紙に番号を書いて１枚ずつにしたほうが分かりやすい。 

○吉田副委員長 ①何とかって書いて 

○石川委員 この中で３つ書くと分からなくなる。 

○金繁委員長 １つずつにしてくださいね。 

   じゃあ、暫時休憩します。２時半まで。 

（休憩） 

○金繁委員長 では、休憩前に引き続き会議を始めます。 

   では３つ課題、それぞれ書いていただいたでしょうか。最重要がピンク、あとの２つを黄色

に書いていただいたと思います。お名前も書いていただきたいと思います。 

   そしたら、前のホワイトボードに重要度の高いもの、低いもの、時間がかからないものが右

でかかるものが左です。この上に御自身の３つの課題を貼っていただいてもよろしいですか。 

   どうぞ。 

（用紙貼り付け） 

○金繁委員長 ありがとうございました。 

   ピンクは議会報告会が最重要であるという方が３人、議会だよりが２人、そして自由討議、

会議の方式１名と緊急事態についての対応というのが１名ですね。そして、２番目に重要だと

言われている方、やっぱり議会だよりが・・・。自由討議。 

○石川委員 それ外してしもたら、場所が変わってしまうと。 

○金繁委員長 場所がちょっと変わってしまったですけど、でも尾崎さん、もうちょっとこっちや

ったですか。 

○石川委員 １回皆さんの説明を聞いて。 

○金繁委員長 そうですね。 

○石川委員 それからまとめていったほうが、勝手に変えよったら何で勝手に・・・。 

○金繁委員長 じゃあ、議会報告会が最重要だと言われたのが、尾崎委員、吉田副委員長、石川委

員です。その理由を一言ずつお願いします。 

   石川委員。 

○石川委員 直近で議会報告会があるということと、前回、町民の方から聞いてほしい、意見交換

会を長めにしていただきたいと、ただの報告やったら要らんというようなそんな意見もあった

ので、その中でやっぱり議会として聞く力というか、岸田総理じゃありませんけど、やっぱり

議会として聞くという姿勢が大事かなということで、私はその地域ごとに入って５か町村あり

ますので、今の集中的な１か所での報告会よりも、報告はもう５分１０分ぐらいにして、あと

は意見交換会を各地で町民の意見を聞くというような体制を取っていったほうがいいんじゃ

ないかな。ここの部分については、もう議員の皆さんに諮ればそんなに時間はかからないとい

うふうに思っていますので。 
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○金繁委員長 はい、分かりました。尾崎委員は、これ内容のやり方、内容とやり方について、こ

れについてお考えを短くお願いします。 

○尾崎委員 この前の研修会の中でも議会報告会の形というものに正解はないということを聞き

ました。確かに私もそうだと思います。やってみて悪かったらそこで直してまた新たな形を模

索してやって、最終的に町民の方も納得できるような形になればいいので、今のやり方は明ら

かに偏った形でよろしくない、十分な、参加した人も満足されていないのが事実やと思うので、

石川委員が言うたような形を取るのもええですし、いろいろこれから考えてやってみて、最終

的に議会の報告会に来てよかったなと思ってもらえるような議会報告会を目指していくこと

が大切やと思うので、繰り返し検討してやっていったらいいと思います。 

○金繁委員長 吉田副委員長は、意見交換会について一言。 

○吉田副委員長 今２人が言った意見、全く同じで、特に報告会近いんで、前回と同じようなやり

方をすると、全然我々も何か欲求不満というかすごいストレスたまるので、実際に今回はやり

方を変えてみて、意見交換会という形でやってみるのはひとついいんじゃないかなという案で、

その意見交換会というのを書いているだけで、報告会を早急にどういうふうにするかっていう

のは、議論すべきじゃないかなと思います。 

○金繁委員長 議会報告会のやり方を見直すということですね。 

   そして、次に多いのが議会だよりの発行についてということです。ここもちょっとすぐにで

きると、すみません、私から意見で申し訳ないですけど、時間がかからないというふうに書い

たのは、これこの前、土山先生が最初から有効なものをつくろうと思ったら大変ですけど、Ａ

４・１枚とか、今度議会があります、こういう質問が出ますとかそういう告知をするだけでも

いいんやないですかという提案もあったので、そういうことも調査して検討したらどうかなと

いう意味で時間がかからないというところにしました。たくさん、５人の方が書いていただい

ているんですけど、こちらからいくと少林さん、どうですか。 

○少林委員 具体的な研修があったのは２つですよね。議会報告会と議会だよりでした。それを私

は２番と１番に、さっきの３人とは入れ替えただけなんですが、やり方も具体的に言っていた

だいて、ぜひやっていきたいなと思います。さっき言われたように、広報出してＡ４・１枚の

表だけでもええやないですか。これだと、例えばスタートを今度報告会があるよでもいいんで

すけど、議会報告会があるよ。ぜひしたらなと思っています。 

   ちなみに、例えば自分が議会の前に質問をこういうのします、今度私はこういう質問をしま

すってビラ配ったりするんですけど、ぜひ見てください、何月何日とかするんですけど、皆さ

んも１週間前には決まっているわけですから、今度こういう質問をしますっていうのもあって

もみんなが議会に注目してくれるチャンスになるんじゃないかなと思って、それを１番にしま

した。 

○金繁委員長 次は池田委員、お願いします。 

○池田委員 議会情報の公開ということで、今、広報では内容とかはされていると思うんですが、

それで議会だより的なものも必要かと、いいんじゃないかなという考えです。ただ、個人で、

僕ら議員で、僕らも皆さん、支援者の方にこういう質問しました、こういうあれしましたって

時期を追って出すんですが、読んでいただくんですが、その場合にやっぱり公式に議会として

出すということは、かなりの簡単なものからではあるんですけど、だんだん中身が煮詰まって

いくにしたがって、内容の校正とか間違いがないかとかっていう、そういうことも出てきます

ので、そういうこともじっくりと考えてやっていかんと、かなりの負担、ええことはええこと

なんですが、そこらの負担とか事務局の負担とか、編集議員の負担とか、そういうのも考えて

いかんといけんということで、ちょっと時間はかかるかなという考えです。 

   以上です。 

○金繁委員長 そうですね、ちゃんとしたものをつくろうと思ったら、広報広聴委員会つくります
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とかいろいろせないけんので、時間はかかるかもしれないですね。 

   吉田委員。 

○吉田副委員長 一応、前回報告会をしたときに、要は報告はもう要らないと、そんなの聞いても

という意見が多かったので、それだったら議会だよりでそれを、要するに終わったことですか

ら、報告会としてそれは議会だよりに出して、報告会については、意見交換会をしたほうが、

より積極的に町政に皆さんが関わってくれるんじゃないかなというふうな意味合いで、２番目

に議会だより、これは校正とか、先ほど池田委員言われたように、オリジナリティーを持つと

大変なんですけども、別に例えば４月の定例議会でこういう質問をしましたと。町側からこう

いう回答が来ましたよというのは、これもう事実なんで、それを明確に出すだけですから、別

にそんなに時間は逆にかからないのかなと。ただ、関わる人が大変な形と事務局のほうでどこ

まで関わってくれるかという問題がありますので、一概には決められないというところもある

ので、私はちょっと時間がかかるのかなというふうには考えました。 

○金繁委員長 はい、分かりました。２番目の優先課題ということで挙げていただいています。 

   そして、次に２番目が多いのが自由討議、議員間の討議ですね、委員会主義か本会議主義か、

ここにもそうありますね。１、２、３、４、５人ですね。少林委員、池田委員、最優先課題に

されておるのは嘉喜山委員ですかね。あとは私ですね。 

   最優先課題にされておる嘉喜山委員、どうぞ。 

○嘉喜山委員 やはりこれは町民の生活とかにも関わる問題だし、じっくりと議員の中で意見調整

をするべきだろうと思うので、一番重要度の高い問題にしました。私は３つ挙げたのは、重要

度を中心にやったんで、時間がかかる、かからないというのは二の次という考えで３つ出しま

した。 

○金繁委員長 ほかに、池田委員、少林委員、私なんですけど、今の嘉喜山委員に何か付け加えて

とか御意見ありますか。 

   池田委員、お願いします。 

○池田委員 議員間の自由討議で、ちょっとだけ勉強する中で、やっぱり委員会主義、委員会中心

主義やないとちょっと自由討議がやりにくいかなというような、個人の感想なんですが、そう

いう意味合いもありまして、ほんやけんもう全体で考えんと、全体のことを考えんといけんの

で、委員会主義も以前はやられてなかなかうまくいかなかったとかいうようなあれもあります

ので、時間はかかると思いますが、自由討議を実現するためには、より効果的な自由討議をす

るためには委員会主義で中心主義でいくのが早道かなというような感想を持ちました。それで、

委員会中心主義だったら、その中でいろんな問題点を出して討議もできますし、そういう意味

で。ただ、時間はかかると思います。 

   以上です。 

○金繁委員長 嘉喜山委員は、自由討議とプラス重要政策の討議が必要というので、類似のもの。 

○嘉喜山委員 類似のものです。 

○金繁委員長 一緒にくくってもいいですか。 

○嘉喜山委員 はい。 

○金繁委員長 じゃあ５人ですね。あとは、質問、質疑の在り方。 

○石川委員 それ３番目のやつ。 

○金繁委員長 ３番目、あと２番は。 

○石川委員 ２番は僕は報酬を挙げています。 

○金繁委員長 報酬と倫理規程がありますね。あと、一問一答方式、質問の仕方があります。石川

委員、報酬、さっき話していただいたので。石川委員、どうぞ。 

○石川委員 ほぼ先ほど話したんですけども、なぜ報酬を上げるかというと、若い世代、今３０代、

４０代、この議会の中入っていませんので、一番苦労している子育て世代、この世代の意見が
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なかなか聞き取りにくい、拾い上げにくいということなので、３０代、４０代に議会に入って

いただくためには、議員報酬を上げざるを得んのじゃないかなというふうに私は考えて、なお

かつこの報酬を上げるのに関しては、手続、委員会も含めて立ち上げないといけないことがた

くさんありますので、時間がかかるだろうなというふうには思っていますが、これもう喫緊の

課題で、若い世代を愛南町に残すためには、どうしても若い世代の議員が必要だろうなという

ふうに私は思っています。 

○金繁委員長 次に、政治倫理条例を２番目に挙げられた３人、尾崎委員。 

○尾崎委員 愛南町職員もコンプライアンス行動指針なるものを昨年９月に制定したというのも

あったわけですけれども、前も言ったように、他の自治体を見れば、南予の中でもほとんどの

自治体がこの政治倫理条例を制定しておるという中で、愛南町がまだできていないと、そうい

うところで、やっぱり我々も議員も公の人として、当然町民の模範となるような生活態度とか

いろんな部分がありますので、それを具体的に条文にして、それを繰り返し勉強しながら本当

に身につけていくことも重要やないうかというところで、やっぱりそういう条例が必要やない

かなと私は思います。 

○金繁委員長 そうですね、大事ですよね、つくりたいですよね。 

   私は２番目にもってきたのは、質問の一問一答方式について調査検討したほうがいいんじゃ

ないかということで挙げました。これは既にもう随分何年も前から全国町村議長会の報告とか、

皆さん、私たち持っている議員必携の中でも一問一答方式を採用すべきというふうに複数回そ

の中でも書いてあるぐらい、今や基本中の基本です、議会の在り方として。これも先ほど委員

がおっしゃったみたいに、愛媛県の中で採用していないのはうちぐらいですかね、あと伊方町

くらいですかね。なので、私はこれをまず２番目に挙げました。こうして課題、質問を限られ

た時間の中で質問をやり取りして課題を明確にできるということは、結局政策提言できる議会

というのにつながっていくので、非常に中途半端な答えで終わってしまう、分かりにくいとい

う町民の方から、パブリックコメントの中にたくさん意見がありましたけれども、やはりここ

を解決しないと、分かりやすい議会、それから政策提言できる議会にはなり難いと、ぜひこれ

に取り組むべきだと、優先順位２番目に取り組むべきだと私は考えます。 

   優先順位の３番目にこれを取り上げられたのが尾崎委員なんですけど、尾崎委員、何かほか

に私が言った以外でありますか。 

○尾崎委員 私もまだそれほど経験はしていないんやけど、やっぱり見る方に分かりやすいことが

最も大事やないかというところと、いろんな勉強の意味でユーチューブも見ますけど、やっぱ

りどこも一問一答されておるなというのが、そこでよく感じられて、今後やっていく中で試用

期間やないですけれども、１回やってみるとか、この期間だけやってみるとか選択制にすると

か、いろいろ方策はあると思うので、取り入れるのもひとつ大事やないかなと思います。 

○金繁委員長 これ時間がかかると思われたのは、私は時間がかからないと思ったんですけど、時

間的な考えに差があるんですけど、なぜ時間がかかると思われましたか。 

○尾崎委員 それは、選択制になっているんやけど、今、その中の一つに加えて実際にやる人はや

ってみて、また従来のものをやる人も、そういう期間を見て、最終的に判断するというふうな

ところで、ちょっと時間をかけて取り組んでいくのがええんかなと思ってこっちにしました。 

○金繁委員長 なるほど、分かりました。 

   去年４月に私たち議員になって、最初の頃にこの議論をしたと思うんですけど、全協で。１

年ぐらい様子を見てまた議論しましょうということもあったので、ぜひやったらどうかなと私

も思います。選択制でね、試しにやってみるというのもね。 

   石川委員も、３番目に、質疑のほう入っているんですけど、やり方を見直すべきではないか

と。この質疑っていうのは、さっきの自由討議のことですか、委員会主義の関係なんですか。 

○石川委員 そういった制度、その一問一答も含めて、両方です。 
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○金繁委員長 はい、分かりました。そして、最後３番目で今までに含まれてないものとしては、

嘉喜山委員の１５条から１８条の議会の体制と整備・見直しと体制強化、これ説明していただ

いてもよろしいでしょうか。 

○嘉喜山委員 これについては、議会と事務局も含めていろいろ課題はあると思うんですよ。先ほ

どの倫理条例も必要だろうし、基本条例を基にしたその他の例規の整備も必要やし。そんなも

ろもろ考えると、１個１個出しにくいなというところで、それらをまとめて出しました。 

○金繁委員長 はい、分かりました。１５条から１８条は事務局体制、図書室充実、政治倫理、先

ほど尾崎委員とこの部分は重なりますよね。そして議員定数ですね。１９条入ってないですね。 

○嘉喜山委員 １９ですね。 

○金繁委員長 入りますか、報酬。１８じゃなくて１９条。 

○嘉喜山委員 はい。 

○金繁委員長 じゃあ、報酬の部分では石川委員と重なりましたね。 

   じゃあ、大きく分けて……、池田委員。 

○池田委員 僕、２0条挙げておるんですが、１番に。 

○金繁委員長 失礼しました。最重要でした。すみません。 

○池田委員 すごい災害で騒がれておりますし、他機関では必ず訓練やられておると思うんです。

議会と災害対策本部との連携の訓練とかそういうのがやられて、僕の認識違いかもしれません

が、全然やられていないような感じがするんです。訓練っていうのは大事で、やっぱりやって

おかんといざというときに動けませんので、そういう体制も築かんといけんし、最終的には事

業継続。そやけん民間の企業には物すごい事業継続、事業継続って迫るわけです、早くから。

もう何年も前から事業継続、災害時の事業継続せよせよって言っておりますけど、本家本元が

事業継続計画もあるんやったらちょっと勉強不足で申し訳ないんですが、それも長期的には見

ていかんといけんし、他機関との連携の訓練もしとかんと、いざというときにこれだけ災害の

多いときに機能しないとか、そういう問題出ますので、それも大事やないかと。必ず土木事務

所とか建設業者とかっていうのは、毎年協定結んで訓練をしよりますし、それなりの動きが取

れる準備をしておくのも必要やないかと思います。 

○金繁委員長 はい、ありがとうございます。吉田委員もこの災害、町議会の災害連絡網の整備と

いうことを書いていただいています。緊急課題でありますが、たしか前回の委員会のときにこ

の災害に関しては議長に持ち帰っていただいて、全協でという話になっていたので、そちらで

緊急課題として扱っていただくということでよろしいですか。活性化委員会としては。 

○吉田副委員長 要望があります。 

○金繁委員長 吉田副委員長。 

○吉田副委員長 持ち帰っていただいて全員協議会でするのであれば、まず、連絡網、これも全く

ありませんよね。じゃあ災害が起こって誰が誰に順番で最後誰にするか、安否確認も含めて重

要なことが抜けているわけですよ。これは早急に議長に持ち帰っていただいて、やっていただ

きたいと思います。要望を含めて。 

○金繁委員長 石川委員。 

○石川委員 文書で正式に議長宛てに出されたほうが、僕はいいと思いますが。こういうことで議

会活性化として全協に預けますということで。そのほうが議長も説明しやすいし。 

○金繁委員長 議長、どうなんでしょうか。 

○原田議長 そうしていただいたら。 

○石川委員 申入れ書みたいな形にすれば。 

○吉田副委員長 それは必要なことですよ。 

○石川委員 必要なことやと。手続上はしないと、それは文書がないと。 

○金繁委員長 そのほうがいいですか、議長。 
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○原田議長 そうしてください。 

○金繁委員長 分かりました。じゃあ、皆さんの申入れ書ということで作成しましょうかね。じゃ

あまたそれ。 

○石川委員 こういうことを決めてくださいという。簡単でいいと思います。 

○金繁委員長 はい、じゃあそれは作成するとして、活性化委員会の課題としては外させていただ

きます。 

   そしたら、大きく分けて４つ、僅か４つになりました。結局皆さんの問題関心というのは大

変共通していたということなんですけど、一番最重要として挙げられたのが多かったのが、住

民との意見交換会、議会報告会ですよね。広聴の部分ですよね、意見を聞くという。そして２

番目に多かったのが議会だより、報告、広報ですよね。これ広報広聴ということで、セットで

やるということも考えられると思うんですけど、そして、次が自由討議ですね、議員間討議を

どうするか。本会議主義でいいのか、委員会主義に移行するべきなのかですね。時間もそんな

にかからないと考えていらっしゃる方が多いんですが、それが３つ目。そして、質問の仕方、

一般質問の在り方についてが４つ目です。大きく分けて。そしてあとは政治倫理条例の制定、

それから議会の体制整備と・・・ここを一くくりにしていいと思うんですけど、ということで、

４つ、５つですね。 

   さて、皆さんこれをどうしましょうか。 

   本多局長。 

○本多事務局長 今の御意見の中で、議会報告会について、当面先般の全員協議会の中で１０月５

日に、一応これは仮押さえなんですけども、ということで日程を取っているということで、も

しかしたらそのことがあっていわゆる時間がかからないという部分で重要度が高くというこ

とで選択されているというふうに取ったんですけども、もちろん議会報告会の実施方法等につ

いて、この検討委員会の中で意見を協議していただくのは全然オーケーで、それについてその

後全員協議会で報告してもらうという流れは全然結構だと思うんですけども、当面今年につい

ては、もしかしたらこういったことで時間がかからないということで挙げていただいています

けども、その意見の反映が間に合わないということも考えられるので、一応そこだけちょっと

念頭に置いて、今年の報告会については、たちまち全員協議会の中で、その実施方法について

検討していくことになるのかなというふうに考えておりますので、そこだけちょっと頭に入れ

ておいていただきたいなと思っております。 

   以上です。 

○金繁委員長 はい、分かりました。 

   議長、お願いします。 

○原田議長 今の本多局長の補足なんですが、皆さんが議会報告会、大変関心があってトップに挙

げられておるんですが、先日の土山先生の講演を皆さん聞いて、こういったやり方もあるんだ

なということを皆さん感じられたと思うんですよ。今、局長も言うたように、１０月に一応予

定しておるんで、この委員会の中で協議してもらうのはいいんですけど、ちょっと時間的に少

ないんで、今年の報告会については、土山先生を挟んで事務局、そして私、それで一応案をつ

くって、それでまた全協で皆さんに諮りたいと思いよるんですよ。もしどうしてもこの議会報

告会、取り上げたいというのであれば、今年１回やってみて、それを基にして次はこういうふ

うなやり方があるんじゃないかというふうな協議を、来年の報告会に向けてやっていただいた

ら大変ありがたいんですが。 

   以上です。 

○金繁委員長 いかがでしょうか、皆さん。 

   石川委員。 

○石川委員 １０月の５日というと水曜日になっていますので、極端なことを言えば、日曜日設定
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で朝２時間、ここの地域、ここの地域、２時間ごとに切っていけば、１０時間もあったら５か

町村は回れるという、理論的にはですよ、それは３会場にするかとか、日曜日にですよ。なる

べく私は町民の意見を聞く方向を見せないと、前回、やはりああいうアンケートが出て議会と

してどうなんだという意見をいただくような危険性があるなと。やはりアンケートから、声か

ら聞けば、私は１時間でもいいし、報告会という形じゃなくて、意見を聞くだけでもいいし、

報告については決算報告っていのはもうその場で来ていただいた方にこれ帰って読んどいて

くださいぐらいでも構わないと思うんですが、やり方は私は１日であろうとも……。 

○金繁委員長 ５か町村で。 

○石川委員 ５か町村に限らず２会場、３会場でしたほうが、私はいいんじゃないかなというふう

に思っています。 

○金繁委員長 分かりました。石川委員、確かにたくさんしたほうがより町民の声を聞けると思う

んですが、一応この前の全協で今回は１回ということになったので、それはそれでやって。 

○石川委員 決まってはないよ。 

○金繁委員長 決まってないですか。でも、議長がおっしゃられたように、土山先生を交えて今度

の１０月の議会報告会は検討されるということなので、その次の報告会に向けてやってもらえ

ないかということなので、それは分けたほうがいいんじゃないですかね。その１０月に向けて

私たちがすぐに取り組んで、いや議長、このほうがいいですっていうのか、そういう意味です

か。 

   石川委員。 

○石川委員 私はなるべく多くの方に聞いていただいたほうが、せっかく開くんであれば。一番い

いのは僕は日曜日か土曜日か、土曜日よりやっぱり日曜日のほうが休まれる方が多いんで、設

定としては日曜日に、少なくても２会場くらいで、私はやるべきじゃないかなというふうに思

っています。 

○金繁委員長 その議論を、今度の１０月の報告会に向けてこの中でするのか、それとも１０月が

終わった後に議会活性化委員会として、今後の議会報告会の在り方として討論するのがいいの

かということになると思うんですけど、石川委員はどちらですか。 

   石川委員。 

○石川委員 せっかく議会活性化で意見も一番最重要だということで３つ出ています。やはりこれ

は議会活性化で近々にまとめて次の全協までに申入れするような形にすればいいんじゃない

ですか。 

○金繁委員長 ほかの皆さん、どうですかね。場数をたくさんつくるというのも大事ですけど、こ

の前、土山先生がおっしゃられたのは、やり方の問題だと思うんですよね。同じやり方でこれ

までどおりやったところで、結局対立型の話合いになってしまって、町民の意見を酌んで政策

提言できる議会になるという、同じ方向を向いた話合いっていうのがなかなかできていない現

状を踏まえて、今土山先生にお願いをして研修をして進めようとされよると思うんですよ。な

ので、その場数、場数というか、場をたくさん設けるべきという石川委員の御意見も、私、そ

こは全く同じなんですけど、それを今早急にやるのか、それともこの１０月が終わった後に土

山先生の意見もまたそういう状況を見てやるのかっていうのは、ほかの皆さんの意見も聞くの

で、どうですか。１として議会報告会と書かれているの、尾崎委員どうですか。 

○尾崎委員 私は、会場を分けることも悪いことではないんですけれども、事務局の準備等もある

んやけど、１か所で内容を考えてもらって、できる範囲で内容を考えてもらう範囲でええと思

います。今回の１０月５日についてはですね、結論から言うたらそれ以降に本格的に検討され

てはということです。 

○金繁委員長 その結果を見てね、またね、はい。という意見と、それから吉田委員はどうでしょ

うか。 



16 

 

○吉田副委員長 私は１０月５日はちょっと時間がないんで、煮詰める時間がないということで、

これは活性化委員会のほうで決まったテーマなので、５日がどうのこうのという標準ではなく

て、今後こういうふうに変えていかなきゃまずいよという重要課題だと思うんですね。それは

議論をしないと、私が一番すごく思うのは、前回の報告会、本当に情けないというか、私自身

が情けなかったですね、町民が言うことだけ、それに対して反論も何もできない。これが現状

だったんで、そうではなくて対面で話をしながらやるべきことが、私は住民からの意見を聞く、

最大重要事項だと思います。そこがすごく残念なんで僕は重要事項で挙げただけなんで、１０

月５日については、先ほど議長が言われたとおりそういう形にして、次回、こういうふうな形

で考えていますっていうその予告をすればいいんじゃないですかね。そのあたり、我々が議論

してこういうやり方もいいんじゃないかという議論をしたほうが、多分よりいいもの、中途半

端なものにはならないというふうに私は考えています。 

○金繁委員長 どうですか、石川委員。 

○石川委員 時間的なことはよく分かるんですけど、やはり前回のアンケートとか町民の声を聞け

ば、私はその土山先生の方式がどういう方式かっていうのはまだ分からないので、何とも言え

ませんけど、町民からの意見をやっぱり酌み上げるような形になっていれば、まだちょっと変

わったなというふうに見てもらえますけど、町民の立場から、アンケート書いた人の立場から

考えれば、去年と一緒やないかということでは、これ議会活性化としてもこれだけ論点が３人

も挙がっている、１番に挙げている人が３人もいる中でどうなのということです。 

○金繁委員長 はい、それは全くあれじゃないと思うんですよ。反対するものではない、同じだと

思います。その思いは一緒です。ただその時期を、１０月の様子を見てもっとこうしたほうが

いいんじゃないか、会場、回数増やしたほうがいい、それともいろんな分野別の人に、グルー

プとかと対話をしたほうがいいとかいろんなやり方があると思うんで、そこをまた議会活性化

で調査して、検討して、議会として……。 

○石川委員 やり方は幾らでもあるとは思うんですけどね。 

○金繁委員長 はい。 

（発言する者あり） 

○金繁委員長 思いは一緒なんです、思いは一緒。 

   どうですか。少林議員。 

○少林委員 思いは本当に一緒です。ただ、本当に８月から９月中旬まで、今度また次の議会があ

りますし、ここのところは１０月５日しか、なかなか押さえられなかったということもありま

すから、そこでやっていただいて、もしさらにこっちがやる気やったら、もしかしたら年末に

また第２回、第３回あちこちでやろうやということになるかもしれない。まずは１回、１０月

５日をお任せをして、チャレンジはできると思います。 

○金繁委員長 そういうことでよろしいですか。 

   じゃあ、議会報告会の在り方を町民に寄り添う議会活性化らしい、議会のやり方に変えてい

くと、見直していくというのは、１０月、議長のほうでいろいろ考えていらっしゃることを実

践してみて、そこでまたみんなで話し合って、もっとこういうふうにしたらいいんじゃないか

とかということを話し合っていけたらと思いますが、さっきもちょっと言ったんですけど、こ

れ広聴の部分なんですけど、広聴の原点として広報というのがあるので、広報広聴として一つ

の研究テーマにしませんか。 

   石川委員。 

○石川委員 私も１番は広聴なんですけど、１番と２番で分かれている人もいると思うし、その考

え方自身もいろいろあろうかと思うので、私は分けたほうがいいんじゃないかなというふうに

思います。 

○金繁委員長 ほかの方はいらっしゃいますか。 



17 

 

   私が言ったのは、よく松前町議会とかでもこの広報広聴委員会というのを立ち上げていて、

情報発信の広報と町民の意見を聞くという広聴をセットで担当する委員会というのをつくっ

ていらっしゃいます。そういう意味で、先ほど吉田副委員長がおっしゃったみたいに、議会だ

よりは報告だと、それを基にまた意見交換をするというこの関連性が強いので、２つ一緒にし

てはどうかなと考えた次第です。 

   ほかの方、御意見ないですか。 

   前回、ここの議会に来てくださった江藤先生も、議会だよりを何で出してないのって３回ぐ

らいみんな聞かれて、ちょっとハッパをかけられたんですけど、ちゃんとしたものを出そうと

したら大変ですけど、さっき言ったような土山先生のアドバイスも、簡単なものを出すという

こともあるので、そういうことができるかどうかという検討をしてみたらどうかなと、この報

告会、広報広聴ということでしたけど。 

   御意見ないですか。今、石川委員が言ってくださいましたけど、ほかに。 

   別々にやってもいいんですけど。 

   少林議員。 

○少林委員 さっき報告会１０月スタートでそこからがうちらが始まるとしたら、また時間が空く

んですよね。だから、もうそれ、二本の……。 

○石川委員 活性化は活性化で。 

○少林委員 やるんですよ、やるんやけど。広報と広聴のそういうこともあるのかな、右の車輪と

左の車輪っていう感じで、こっちやってあっちやってということができるんなら、早く広報取

りかかったほうが町民の方に。 

○石川委員 あれもこれもやる・・・。 

○金繁委員長 広報広聴の在り方として、調査研究して、議会だより出すかどうか、議会報告会の

やり方を変えるかどうかっていうのは、ほかの議会を視察しながら調査して決定するという。

決定じゃなくて、決定というか案をつくってまた全協には出すんですけど。 

○石川委員 まず今日はテーマを決めるんでしょう。 

○金繁委員長 そうです。テーマを決める。今日じゃないですよ。 

○石川委員 テーマは取りあえず。 

○金繁委員長 テーマはだからこれ別々にするか広報広聴にするかっていうことを、今話をしてい

ます。 

○石川委員 だから今大くくりで５つ出ていますよね。 

○金繁委員長 そうです、はい。嘉喜山委員、何かありますか。 

   どうぞ、嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 もう一つにせんずくに分けてもいいんじゃないですか。 

○金繁委員長 分けてやりますか。ほかの皆さんどうですか。分けてやりますか。 

   じゃあ分けてやるとして、広聴をやるとしたら、報告会をやるとしたら１０月以降になりま

す。先に議会だよりをやることになるかと思うんですけど。 

○石川委員 まず、テーマを早く決めないと、まず。大枠の枠を決めて、それでどういうふうにや

っていくかっていうのを決めないと。 

○金繁委員長 テーマは５つ決まっていますよね。 

○石川委員 いやいや、それが決まってないんでしょう。今出てきたのは５つ出てきているけど、

５つでそのままいいかどうかというのを委員の皆さんにですね。 

○金繁委員長 なので、テーマを、今５つですけど４つにするかっていう話を今しているんですよ。

５個を１つにして。 

○石川委員 そういうこと。それはそやから、今、５つになったわけじゃないですか。 

○金繁委員長 そうですね。 
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○石川委員 その５つで、多分皆さん５つ認識を再度していただいて、それでいいかどうかをまず

確認取って、取りあえず。 

○金繁委員長 いいかどうかというか、５つ出てきててこれに異議ないですよね。皆さんが出され

たものなんで。 

○石川委員 いや、そうなんだけど、カットするかしないかっちゅうのはあるんですよ。いろんな

意見があると思うので、５つ合わせて進むのか、そういう意味です。 

○金繁委員長 どうですか、この点に関して。 

○石川委員 ボリュームが結構あるし、報酬なんかっていうたら、結構時間がかかりますしね。 

○金繁委員長 優先順位と重要度の高いものからすると、１番が広聴広報ですよね、３つ目に自由

討議どうするか、どういうふうにして実現するか。委員会主義を導入するのかどうか。そして

次に、質問の在り方についてどうするかですね。あとは政治倫理条例とか報酬、そして事務局

体制などに分けられるんですけれども。 

○石川委員 一応、じゃあ５つということで。 

○金繁委員長 その重要度の多いものからすると、今言った順番になります。これを全部するかど

うか。この２年半ということを考えたときに、これを１つずつやっていくのか、それとも取り

あえず広聴とか広報ぐらいにしといて、その次はまた考えるということにするのか、皆さんど

うですか。それでも、いやいやこの２つじゃなくてこっちからやるべきだとかいう方が、ここ

赤ないんでいいですけど、まだこの自由討論からやるべきだとか、そういう点でもいいですけ

ど。 

   副委員長。 

○吉田副委員長 時間、かなり超過していますので、もうそろそろこの辺でテーマだけ５つにする

のか、テーマだけちょっとみんなの意見を聞いていただいて、決定していただいて終わりにし

たほうがいいんじゃないでしょうか。 

○金繁委員長 でも、取り組むものを決めないと。 

○吉田副委員長 だからそのテーマを。 

○金繁委員長 ・・・やりますかということで・・・。 

○吉田副委員長 それを聞いていただいて、結論出してください。 

○金繁委員長 嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 全部やるとした場合に、どうするんですか。 

○金繁委員長 どうするというのはどういうことですか。 

○嘉喜山委員 片っ端からかかっていくんですか。 

○金繁委員長 それは、だから優先順位つけないといけないですよね。大体のスパンを考えてみん

なでスケジュールを・・・ですね。 

   ここで議論して今日決めるか、それとも専門家の意見を聞いて、この時間的なものを見ても

らうかということもできなくはないんですけど。どうしますか。今日はもう５つにして決めて

おいて、それをまた後日にするか。 

（「そうしましょう」と言う者あり） 

○金繁委員長 よろしいですか。 

   今日は５つのテーマが決まりましたということで、これを全部やるかどうかというのは、ま

た次回話し合いますか。 

（「はい」と言う者あり） 

○金繁委員長 どうもお疲れさまでした。 

○吉田副委員長 最後に閉会ですけども、時間ちょっと、せっかく１時間半ということで決めたん

でそこは守っていければいいのかなと思います。本日は本当にお疲れさまでございました。こ

れで終了いたします。 
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